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はじめに

　女性ではbody mass index (BMI)が高いと線維筋痛症（FM）の有病率が高いと報

告されている[1]。女性FM、慢性広範痛症（chronic widespread pain; CWP）、慢性

局所痛症（chronic regional pain; CRP）患者のBMIを比較した。

 
方法

　2009年６月から2010年12月まで廿日市記念病院を初診した女

性FM、CWP、CRP患者のBMIを調べた。アメリカリウマチ学会が1990年に定め

たFMの分類基準[2]を満たす場合、すなわち身体５か所に３か月以上痛みがあ

り18か所の圧痛点のうち11か所以上が陽性の場合をFMと診断した。身体５か所に

３か月以上痛みがあるが圧痛点の数が10以下であり、他の疾患で症状を説明でき

ない場合をCWPと診断した。CWPの基準を満たさないが、他の疾患で症状を説明

できず、肩こりのみや腰痛症のみより痛みの範囲が広い場合をCRPと診断した。一

元配置分散分析（Fisher’s PLSD法）にて三群間のBMIを比較した。

 
結果

　25人のFM患者（12-83歳、平均49.3歳）のBMIは22.9±5.4、38人のCWP患者（38-

81歳、平均58.1歳）のBMIは21.7±3.7、32人のCRP患者（26-86歳、平均56.8歳）

のBMIは21.4±3.9であった。CRP群とFM群の間でのみ有意差があった（p=0.0465）
。

 



 
 
考察

　腰痛、肩こりからCRP、CWPを経由してFMに至ると推測されている[3] [4]。臨

床症状もそれに従い重篤になる[5]。FMの有病率は約2%であり[6]、FMを含

むCWPの有病率は約10%と報告されている[7]。CRPの有病率はCWPの有病率の1-

2倍と報告されている[7]。世界ではCWPには通常FMと同じ治療が行われてい

る[8]。CWPやCRPにFMの治療を行えば、有意差はないがFM以上の治療成績を得

ることができる[9]。FM、CWP、CRPは中枢性過敏症候群（CSS）の代表的疾患で

ある[10] [11]。先進国の中でこれらの概念が知られていない国はほぼ間違いなく日

本のみである[12]。有病率が膨大であるため、これらの概念を知らずに腰痛、肩
こり、慢性痛を論じることは、豊臣秀吉を知らずに戦国時代を論じるようなもの

である。

　CRP群とFM群の間でのみ有意差があったが、CRP、CWP、FMとなるに従

いBMIが増加することを本研究は示した。FMの論文の大部分は白人を対象にして



いるが、日本人は白人ほど太っていないため、BMIに差がつきにくい可能性がある

。減量によりFMの症状が軽減するという報告もある[13]。これらを総合する

とCRP、CWP、FM患者は少なくとも太らないことが望ましい。FMに有効な薬物は

しばしば体重増加をもたらすので定期的な体重測定が必要である[14]。

 
まとめ

　FM患者、CWP患者、CRP患者のBMIは各22.9、21.7、21.4であった。一元配置分

散分析（Fisher’s PLSD法）ではCRP群とFM群の間でのみ有意差があった。
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